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１．研究計画の概要 
本研究は英語教育研究と音響音声教育の融
合を試みたものである。音響音声研究の分野
では、機械の音声合成、音声認識の精度を上
げる目的で、また人間の発話の音声上の特徴
を探るため、即興発話の分析が大規模なレベ
ルで行われている。この目的は両研究分野に
共通するものとも言えよう。音響音声研究で
のデータ分析とモデル構築手法を英語教育
研究に応用し、３種の対話形式による発話の
音声特徴を研究し、さらに客観的データとモ
デルを基に、英語スピーキング・リスニング
指導法を議論する。 
 
２．研究の進捗状況 
以下の（１）～（７）の調査研究を行った。 
（１）発話者調査：日本在住で即興、原稿読
みの２回の録音に２人１組で参加可能な発
話者と面談、録音依頼を行った。 
（２）発話録音：自然な即興発話を収集する
ため、親しい間柄の２人１組の英語母語話者
３組を対象に録音を行った。 
（３）即興対話録音：簡易防音施設にて、ワ
イヤレスマイク audio technical、小型録音
機器 marantz を用い、録音精度が高く、か
つ、できるだけ自然な状況の発話を録音した。 
（４）即興対話選定・文字おおこし原稿作
成：即興発話に含まれる言い直し、言いよど
み等は自然に朗読することが難しいことが
既に行った研究で明らかとなっているので、
一部修正した文字おこし原稿を作成した。 
（５）原稿読み発話録音：自分自身の即興発
話の朗読は容易ではないので、練習を行った
後、録音を行った。 
（６）即興対話・原稿読みの母音Ｆ１Ｆ２パ
ターンの分析：英語母音の内、特に母音空間

を形成する４つの母音を発話から抽出し、分
析した。４母音によって囲まれる母音空間が
即興対話では原稿読みに比べ小さくなるこ
とが予想された。 
（７）研究成果発表：海外の学会国際大会に
て研究成果の口頭発表を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
本研究課題の当初研究目的はおおむね順調
に進展している。発話者調査、発話録音依頼、
即興対話録音、即興発話の文字おこし、即興
対話と原稿読みの母音Ｆ１Ｆ２パターンの
分析は順調に進んでいる。引き続き即興対話
と原稿読みの録音を行う予定である。また、
語彙リスト読みを録音項目に新たに加える
ことで、正確なデータを得られることがわか
ったので、今後も、母音語彙リストの読み上
げ録音も続けていく。母音Ｆ１Ｆ２の特徴を
基にしたモデル提示については、基礎資料を
調査してきたが、今後さらに調査、分析と考
察が必要である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
録音データの収集は今後も継続していく予
定である。また、音声分析手法の調査研究を
行い、既存の即興発話音声コーパスを収集し、
データベース化の手法を調査することを研
究の最初の段階で行う予定であったが、この
点についてまだ不十分なところを補いたい。
さらに文献資料調査を行い考察を続ける予
定である。 
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